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進路便り 

＜コースについて＞ 

週5日授業があり、数学やビジネスマネ 

ジメント、経済学、行動科学など様々 

なことを幅広く勉強しています。授業 

は全て座学で、実技はありません。ク 

ラスメートは同年代の留学生がほとんどです。 

＜何が楽しくて、何が大変か？＞ 

ファンデーションコース開始後は、今まで以上に英語漬け

の環境で、充実した毎日を過ごせていることが楽しいと感

じています。TAFEよりも授業の進度が早いことに加え、

課題の量も多く、各教科の授業でほぼ毎週のように750～

1000単語のレポートの提出があります。ファンデーショ

ンコースの成績次第で進学できる学士コースが左右される

ので、一定以上の成績を収められるよう頑張ります。 

＜将来について＞ 

大学のホスピタリティおよびツーリズム分野の学士コース

へ進学予定ですが、将来就きたい職業はまだ模索中です。 

【お知らせ】シドニーを含むニューサウスウェールズ州の各地では2019年6月1日より給水制限が実施されています。 

今夏の更なる気温の上昇および少ない降水量が予想されており、2019年12月10日(火)から給水制限が一段と厳しくな

ることが発表されているため、滞在先での水の使用に制限が設けられる可能性があります。 

11月下旬から、シドニーのあちらこちらでクリスマス

の装飾が施され始めました。学生たちは、真夏のクリ

スマス気分を楽しんでいるようです。 

↑キャンパス前で待機し 

  てゲストを会場まで 

  案内しました。 

↑会場の様子 

↑TAFE NSW関係者と会話をする学生たち 

The University of Queenslandの学士コースへ進学する 

ため、10月下旬からInternational Education Services 

Limited (IES)のファンデーションコースへ進学した学 

生の様子をご紹介します。 

←↑ショッピングセンター内

に飾られたクリスマスツリー 

↑Benesse  GCAオフィス内で 

ツリーの飾りつけをしました。 



 
12期生便り 

留学生活では、これまで自分が当

たり前だと思っていたことを良い

意味でも悪い意味でも覆されまし

た。特に僕は、運の良いことに現

地の同世代の友だちをたくさん作

れて、毎週末遊びに行ったりして

いました。そんな中、オーストラ

リアの選挙が近かった時のパー

ティーで、一緒にはしゃいでいた

同世代の友だちが、選挙で誰に投

票するか真剣に話し合い始め、驚

きと尊敬の気持ちでいっぱいでし

た。友だちは本当に良い人で、

SSOも最高です。Benesse GCAの仲

間は、僕が今まで関わることが無かったタイプの人が多

く、正直どう接して良いか分かりませんでした。でも、そ

のお陰で様々な人と出会う良い機会になりました。今、こ

の8ヶ月間を振り返ってみると、決して真面目に勉強ばか

りしたなんて言えませんが、思い返せば、日本にいた時よ

り勉強する機会が増えました。でも、自分の英語力が格段

に伸びた理由は、確実に現地の人たちと遊び、話したから

だと言い切れます。TAFE本科では、キャンパスツアーに参

加して僕が本当に気に入った少し田舎のキャンパスに進学

します。そこは、ネイティブスピーカーばかりの環境なの

で、英語力向上や自分の将来に活かせるよう努力します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

日本にいる間は三つの「タイ」に

悩まされていました。留学を決

め、「退」路を断ち切って進んだ

日々。しなくてはならないことは

重々承知なのに、意志と行動が結

びつかなかった「怠」惰。昼夜逆

転や頭痛など、「体」調面で色々

な人に迷惑を掛けました。でも

今、こうしてシドニーへ来て、こ

れらのことに眉をしかめたことは

ありません。フレンドリーな人間

関係、英語への止まない興味、穏

やかな環境、その全てが僕に合っ

ているのだと実感しています。ま

た、日本各地から志同じくして共にいる、個性的な仲間に

支えられながら何とか無事でいると思います。何気ない会

話でも笑いあえることで、心の支えになっているのも確か

です。こんな素敵な機会をくれたBenesse GCAの皆さん、

そして何よりも両親に最大級の感謝を。今までに貰ったも

のを、結果で返します。TELC修了後はTAFEに進学し、昔か

らずっと興味のあった建築分野について勉強しようと思っ

ています。第二言語の習得、未来図の設計など、やること

はたくさんありますが、それらと向き合うことを楽しめて

いる自分がいます。あの時、豪州の地を踏んだ時にも抱い

ていた「大」志は、まだ胸の中にしっかりとあるので。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

オフィスで学生と話すSSOの2人 

 

11月25日(月)からBenesse GCAサポート期間中最後となる第4回個人 

面談を行い、主に今後の進路について個別に話をしています。 

 

 

セッション10では、TELC主催のGILが毎週2回開講されています。 

TELC卒業後の進路に備えて、可能な限り英語力を伸ばすため、放課

後にGILに参加する学生たちが増えました。 

第4回個人面談 

GIL 

↑他州在住の学生と 

 はビデオ通話で面 

 談を行いました。 

↑先生にエッセイを添削 

してもらいました。 


